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　平成13年度の一般会計歳入決算額は、44億3,058万円（対前年度増減率1.2％増）となりま
した。主な内容については、次のとおりです。�

　平成13年度の一般会計歳出決算額は、40億9,356万円（対前年度増減率2.0％減）となりま
した。主な内容については、次のとおりです。�

13年度�

12年度�
（　　）内は、全体における構成比です。�

（　　）内は、全体における構成比です。�

13年度�

12年度�

町税�
８億３，６４５万円（１８．９％）�

地方交付税�
１６億７，００３万円（３７．７％）�

その他�
７億２，２３１万円（１６．３％）�

その他�
７億３７６万円（１６．０％）�

町債 ４億７，４２０万円（１０．７％）� 諸収入 １億８，８５４万円（４．３％）�

国庫支出金 １億４，７２４万円（３．３％）� 県支出金 ３億９，１８１万円（８．８％）�
町債 ２億８，３４０万円（６．５％）� 諸収入 １億８，２８１万円（４．２％）�

国庫支出金 １億９，３５８万円（４．４％）� 県支出金 ３億３，５９０万円（７．７％）�

町税�
８億９，２１０万円（２０．４％）�

地方交付税�
１７億８，６７６万円（４０．８％）�

民生費�
６億５，０９０万円（１５．９％）�

民生費�
６億２，４６２万円（１５．０％）�

公債費�
６億７，１９６万円（１６．４％）�

公債費�
８億９，１３０万円（２１．３％）�

衛生費 １億9,386万円（4.7％）�

衛生費 ２億１，２３１万円（５．１％）�

土木費�
５億７，７３０万円（１４．１％）�

土木費�
６億４，２１４万円（１５.４％）�

総務費 ５億６，０１６万円（１３．７％）� 教育費 ２億６，３８０万円（６．４％）�その他 １億６６７万円（２．７％）�

総務費 ４億９，９４４万円（１２．０％）�

農林水産業費�
６億２，０８３万円（１５．２％）�

農林水産業費 ４億１，４０７万円（９．９％）�その他 1億７０１万円（２．４％）�
消防費 １億２，２２５万円（２．９％）�

商工費 ２億５，７３３万円（６．２％）�教育費 ４億７３８万円（９．８％）�

商工費 ２億９，５３９万円（７．２％）�
消防費 １億５，２６９万円（３．７％）�

区　　　分�

財政調整基金�

公共施設建設基金�

公共施設保全基金�

減債基金�

金　　額�

1億2,219万円�

256万円�

6,415万円�

1億3,644万円�

区　　　分�

福祉基金�

農村環境創造基金�

その他の基金�

区　　　分�

一般会計�

下水道事業会計�

簡易水道事業等会計�

水道事業会計�

計�

金　　額�

1億5,320万円�

1,000万円�

2,330万円�

金　　額�

46億4,063万円�

26億7,587万円�

430万円�

4億7,744万円�

77億9,824万円�計　　　　5億1,184万円�

●  町税�
　町税収入は、平成９年度をピークに４年連続の減収となり、8億
3,645万円と前年度に比べ5,565万円（6.2％）の減収となりました。�
●  地方交付税�
　地方交付税については、16億7,003万円と前年度に比べ1億1,673
万円（6.5％）の減少となりました。これは、地方交付税の財源不足を
地方に負担させることなどの制度改正による影響です。�
●  国庫支出金�
　国庫支出金については、1億4,724万円と前年度に比べ4,634万円
（23.9％）の減少となりました。これは、町道の新設改良事業費の減
少により土木費国庫補助金が減少したこと等によるものです。�

●  県支出金�
　県支出金については、3億9,181万円と前年度に比べ5,591万円（16.6
％）の増加となりました。これは、国民体育大会の終了で教育費補助
金が減少したものの、大型事業の農業生産総合対策事業の実施に
よる農林水産業費補助金が大幅な増加となったこと等によるものです。�
●  町債�
　町債は、借入の抑制に努めておりますが、雄神体育館建設事業に
係る借入や地方交付税の地方負担分として新たに臨時財政対策
債を借入れたことなどにより、4億7,420万円と前年度に比べ1億9,080
万円（67.3％）の増加となりました。�

●  総務費�
　庁内LANシステムの運用開始に係る経費や自治振興会の発足に
よる補助金、公共施設保全基金や減債基金を新たに積立てたことな
どにより、5億6,016万円と前年度に比べ6,072万円（12.2％）の増加と
なりました。�
●  民生費�
　東山見保育所改修事業をはじめ、福祉作業所への運営補助、ふ
れあいのまちづくり事業の充実、少子化対策の一環として就学前ま
での幼児通院医療費助成の実施などにより、6億5,090万円と前年度
に比べ2,628万円（4.2％）の増加となりました。�
●  衛生費�
　環境モニターを新たに設置したことや、（仮称）健康センターの基本
設計の取り組み、保健事業振興基金により保健指導車の購入をし
たこと等により1億9,386万円となりましたが、前年度に比べると1,845
万円（8.7％）の減少となりました。�
●  農林水産業費�
　中山間地域等直接支払交付金や農業生産総合対策事業補助金、
雄神体育館建設、農業経営安定資金融資制度の創設、林道横住
奥山線の開設などの実施により、6億2,083万円と前年度に比べ2億
676万円（49.9％）の増加となりました。�

●  商工費�
　観光振興施設への出資金や特産館アーケード設置工事などの実
施により、2億9,539万円と前年度に比べ3,806万円（14.8％）の増加
となりました。�
●  土木費�
　都市計画街路事業や町道第12号線をはじめとする新設改良事業
の早期完成に向けて取り組んだ結果、5億7,730万円となりましたが、
前年度に比べると6,484万円（10.1％）の減少となりました。�
●  消防費�
　第４分団器具置場新築工事の実施により、1億5,269万円と前年
度に比べ3,044万円（24.9％）の増加となりました。�
●  教育費�
　中学２年生が14歳の挑戦として町内の各事業所で職場体験に取
り組んだほか、ＩＴ講習会の開催や県民スポーツレクリエーション祭冬
季大会を開催しましたが、2000年とやま国体の終了などもあって、2億
6,380万円と前年度に比べ1億4,358万円（35.2％）の減少となりました。�
●  公債費�
　これまで行ってきた繰上償還の効果が出てきたことや前年度よりも
繰上償還額を抑えたことにより、6億7,196万円と前年度に比べ2億
1,934万円（24.6％）の減少となりました。�



【 最終予算額 44億3,958万円 】�

　平成13年度町の決算概要です。決算については、
８月に行われた監査委員の審査を経て、その後、町
議会において認定に付され継続審議となっています。�
　金額こそ大きいですが、みなさんの家庭の家計簿
と同じ仕組みになっています。�

　平成13年度は、当初予算38億5,800万円に８回の補正予算等
により、44億3,958万円の最終予算額となりました。�

　平成13年度の収支決算については、歳入総額44億3,058万
円（対前年度増減率1.2％増）となり、これから歳出総額40億
9,356万円（対前年度増減率2.0％減）を差し引くと形式収支3億
3,702万円となります。ここからさらに、平成14年度へ繰越した事
業の繰越財源3,769万円を差し引くと2億9,933万円の実質収支
となり、これが翌年度で自由に使える繰越金ということになります。�

　予算額に対する執行率は、歳入で99.8％、歳出で92.2％となり
ました。�
　町債残高については、平成10年度を財政再建元年と位置付
けて繰上償還や返済を上回る借入を行わないようにしたことから
平成９年度がピークであった町債残高が減少傾向に転じておりま
す。�

当初予算額　38億5,800万円（86.9％）�

補正予算額　4億5,783万円（10.3％）�

前年度からの繰越予算額　1億2,375万円（2.8％）�
（　　）内は、全体における構成比です。�

単位：億円�

実質収支�
2億9,933万円�

翌年度繰越財源�
3,769万円�

形式収支�
3億3,702万円�

40億9,356万円�

44億3,058万円�

歳入決算額� 歳出決算額�

執行率�
99.8％�

執行率�
92.2％�

一般会計� 44億3,058万円� 43億7,831万円� 1.2％�

計� 22億3,251万円� 22億6,603万円� －1.5％�

10.3％�

－0.9％�

－55.5％�

6.8％�

－14.4％�

－7.2％�

特別会計�

国民健康保険事業�

老人保健医療事業�

土地取得事業�

下水道事業�

簡易水道事業等�

水道事業�

�

5億8,288万円�

7億9,589万円�

8,690万円�

6億2,138万円�

698万円�

1億3,848万円�

�

5億2,839万円�

8億  296万円�

1億9,544万円�

5億8,189万円�

815万円�

1億4,920万円�

40億9,356万円� 41億7,785万円� －2.0％�

21億  290万円� 21億5,381万円� －2.4％�

9.5％�

2.2％�

－72.1％�

4.3％�

2.1％�

－6.2％�

�

5億2,382万円�

7億9,911万円�

4,963万円�

5億8,400万円�

637万円�

1億3,997万円�

�

4億7,820万円�

7億8,219万円�

1億7,789万円�

5億6,013万円�

624万円�

1億4,916万円�

年度�元� 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
0
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41.8 40.9

32.6
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44.2 47.0

49.0
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54.9 54.5

50.9

47.0 46.4

歳出決算額�
町債残高�



１．固定負債 49億6,363万円�
町が事業を実施した際の借入金や全職員が
退職した場合の退職金です。�

２．流動負債 4億7,159万円�
町の借入金で返済が１年以内に迫っている
経費です。�

１．国・県支出金 39億4,553万円�
次世代に引き継ぐ道路や学校、庁舎などの
正味資産です。�

２．一般財源等 92億     99万円�
資産の合計から負債及び正味資産の国・県
支出金を削除した額です。�

負債・正味資産合計　　　185億8,174万円�

　広報6月号で平成12年度の決算に基づいたバ
ランスシートを公表しましたが、今月号では、平成
13年度分について公表いたします。作成方法は、
前回と同様に国の基準で作成しました。�
　これは、昭和44年から町が投資してきた道路
や学校、体育施設などの資産をはじめ町債など、
今後の返済が必要な負債や国・県からの補助金
のように返済が必要でない正味資産の状況がわ
かるようになっています。�
　それでは、昨年度のものと比較しながら見て
いきましょう。�
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上水道量水器取替工事�

町道第７号線消雪装置リフレッシュ工
事�

町道第３０号線消雪装置リフレッシュ工
事　第１工区�

一 円 �

青 島 �

青 島 �

㈱竹部工業�

庄川興業㈱�

㈱神 下 組�

1,365,000�

22,575,000�

15,540,000

9月17日から�
11月29日まで�

9月24日から�
11月29日まで�

9月24日から�
11月29日まで�

中之島公民館前～平川医院前�
ソムリエ吉岡交差点～�

青島保育所付近�

国道156号示野神明宮～�
第一編物後環状線�

１�

２�

３�

工　　事　　等　　名� 工　　　期� 落 札 業 者 � 備 　 考 �請負金額（円）�施行箇所�番号�

工事期間中は、町民の皆さんにご迷惑をおかけします
が、ご協力お願いします。�



１．有形固定資産 172億2,976万円�
　　（うち土地　42億3,386万円）�
昭和44年度以降に取得した道路や学校、庁
舎などの資産です。残存価格で計上してい
ます。�

２．投資等 5億   902万円�
投資・出資金・貸付金・基金です。�

３．流動資産 8億4,296万円�
現金・預金・現金性のある基金・町税の未
収金です。�

資産合計　　　185億8,174万円�

有形固定資産�
172億2,976万円�
（92.7％）�

未収金 2億1,685万円（1.2％）�投資及び出資金�
1億9,981万円（1.1％）�

現金・預金 6億2,611万円（3.3％）�
基金 2億5,321万円（1.4％）�

貸付金 5,600万円�
（0.3％）�

（　）内は、資産全体における構成比です。�
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６
万
円（
６
・

１
％
）の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

������

　
「
正
味
資
産
」
は
、国
庫
支
出
金

や
県
支
出
金
に
対
応
す
る
資
産
の

減
価
償
却
後
の
残
存
価
格
相
当
額

を
計
上
し
て
お
り
、
国
・
県
支
出

金
で
は
、
有
形
固
定
資
産
の
減
少

に
合
わ
せ
て
１，
４
０
７
万
円

（
０
・
４
％
）の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。�
�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
を
終
え
て�

　
町
債（
町
の
借
金
）残
高
46
億
４，

０
６
２
万
円
や
、
正
味
資
産
で
あ

る
国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
を
財

源
と
し
て
、１
７
２
億
２，
９
７
６

万
円
の
道
路
や
都
市
計
画
、
農
道

整
備
、
学
校
、
庁
舎
な
ど
の
有
形

固
定
資
産
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
投
資
的
な
事
業
は
、
町

債
だ
け
の
財
源
で
実
施
し
き
た
わ

け
で
は
な
く
、
国
・
県
補
助
金
も

有
効
に
活
用
し
て
実
施
し
て
き
て

お
り
、
正
味
資
産
の
部
で
そ
の
内

容
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
な
お
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て

固
定
負
債
を
９，
９
６
０
万
円
減

ら
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き

一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

※
平
成
12
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
、
６
月
号
で
公
表
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
覧

下
さ
い
。�

　
町
議
会
で
は
、
８
月

22
日
、
23
日
に
滋
賀
県

信
楽
町
と
和
歌
山
県
上

富
田
町
を
合
併
先
進
地

と
し
て
視
察
調
査
研
修

を
行
い
ま
し
た
。�

　
滋
賀
県
信
楽
町
で
は
、

甲
賀
地
域
合
併
協
議
会

に
お
い
て
当
初
７
町
で

合
併
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
進
め
、
任
意
協

議
会
の
設
立
で
は
５
町
で
設

立
し
、
法
定
協
議
会
設
立
に

お
い
て
は
４
町
で
合
併
協
議

会
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
和
歌
山
県
上
富
田

町
で
は
、
田
辺
地
域
合
併
協

議
会
の
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
こ
こ
も
当
初
は
10
市

町
村
で
田
辺
広
域
任
意
合
併

協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
が
、

現
在
は
７
市
町
村
で
田
辺
広

域
合
併
協
議
会
を
進
め
て
い

ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
各
市
町
村
が
な

ぜ
心
を
一
つ
に
し
て
合
併
で

き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
経

緯
や
現
状
、
合
併
協
議
会
設

立
ま
で
の
諸
準
備
、
各
市
町

村
の
考
え
方
や
市
町
村
間
の

調
整
等
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
や
解
決
策
が
あ

っ
た
か
、
住
民
の
意
思
の
把

握
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
等
に

つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。�



　
　
質
問
　
庄
嵐
会
代
表�

　
　
　
　
　
　
山
森
文
夫
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

　
　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

○
庄
川
町
が
単
独
で
存
続
し
た
将

来
像
の
想
定
に
つ
い
て�

　
　
人
口
の
減
少
や
地
方
交
付
税

の
見
直
し
等
に
よ
り
、
日
本
経
済

が
好
転
し
た
と
し
て
も
、
庄
川
町

が
単
独
で
行
政
運
営
を
す
る
こ
と

は
将
来
に
わ
た
り
自
主
財
源
の
確

保
の
面
か
ら
み
て
不
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。�

○
町
民
対
象
の
地
区
別
市
町
村
合

併
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て�

　
　
地
区
別
説
明
会
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
て
、
自
治
振
興
会
と
も
協
議
し
、

説
明
会
や
懇
談
会
を
積
極
的
に
開

催
し
た
い
。�

　
合
併
に
関
す
る
情
報
は
公
開
が

原
則
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
要

請
が
あ
れ
ば
各
市
町
村
と
調
整
し

な
が
ら
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。�

○
広
域
市
町
村
合
併
に
お
け
る
庄

川
町
の
特
徴
に
つ
い
て�

　
　
庄
川
町
は
、「
水
と
緑
の
町
」

「
商
工
と
観
光
の
町
」
を
基
本
に

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。

庄
川
峡
と
小
牧
ダ
ム
、
庄
川
温
泉
郷
、

種
も
み
の
里
、
挽
物
木
地
な
ど
庄

川
町
の
特
徴
は
、
新
た
な
都
市
の

建
設
計
画
に
お
い
て
、
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
る
。�

○
各
首
長
間
の
意
見
交
換
や
集
約

の
状
況
に
つ
い
て�

　
　
合
併
の
枠
も
未
だ
決
ま
ら
ず
、

合
併
協
議
会
設
置
の
動
き
も
な
い

こ
と
を
、
最
も
危
惧
し
て
い
る
。�

　
法
定
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
つ

い
て
は
、
合
併
の
枠
組
み
が
決
定
し
、

議
員
の
皆
様
の
同
意
を
得
る
こ
と

が
可
能
な
ら
ば
、
12
月
議
会
定
例

会
を
待
つ
こ
と
な
く
、
早
急
に
臨

時
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
対
応

し
た
い
。�

○
「
新
設
合
併
」
に
お
け
る
対
等

の
意
義
に
つ
い
て�

　
　「
新
設
合
併
」が
条
件
で
あ
る
。

庄
川
町
と
し
て
「
絶
対
に
こ
れ
だ

け
は
譲
れ
な
い
」
と
い
う
項
目
が

あ
る
場
合
は
、
議
会
の
皆
様
を
は

じ
め
町
民
の
方
々
の
意
見
も
十
分

に
聞
き
な
が
ら
、
結
論
を
出
し
て

い
き
た
い
。�

○
一
部
事
務
組
合
や
第
３
セ
ク
タ

ー
な
ど
「
財
産
の
取
り
扱
い
」
に

対
す
る
基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て�

　
　
広
域
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、

庄
川
町
だ
け
で
簡
単
に
発
言
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
い
ず
れ
の
市
町
村
の
第
３
セ
ク

タ
ー
も
、
新
た
な
市
が
総
て
を
引

き
継
ぎ
、
経
営
に
つ
い
て
も
合
併

協
議
会
の
段
階
か
ら
十
分
に
議
論

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。�

○
広
域
合
併
の
枠
組
み
に
お
け
る

中
心
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て�

　
　
合
併
は
新
し
い
大
き
な
ま
ち

を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
砺
波
地
域

が
広
域
的
な
一
つ
の
ま
ち
に
な
る

に
は
、
砺
波
市
を
中
心
と
し
て
合

併
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
と
誰

も
が
考
え
て
い
る
と
思
う
。
人
口

の
重
心
や
道
路
交
通
網
、
鉄
道
な

ど
の
利
便
性
な
ど
、
様
々
な
諸

条
件
を
考
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。�

　
　
質
問
　
藤
永
　
皋
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

　
　
市
町
村
合
併
し
た
場
合
、
し

な
い
場
合
の
財
政
長
期
展
望
に
つ

い
て�

　
　
合
併
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

合
併
の
枠
組
み
が
決
定
し
て
い
な

い
現
状
で
は
、
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。�

　
合
併
特
例
債
は
、
必
要
に
応
じ

て
最
小
限
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。�

　
　
高
額
な
国
保
税
の
引
下
げ
に

つ
い
て
　
― 

医
療
改
悪
に
よ
る
負

担
増
を
軽
減
す
る
た
め
に 

―�

　
　
一
度
に
支
払
い
が
困
難
な
世

帯
に
つ
い
て
は
分
納
等
の
相
談
に

応
じ
て
お
り
、
生
活
実
態
等
勘
案

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
減
免

に
つ
い
て
は
、
他
市
町
の
要
綱
等

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。�

　
　
米
政
策
、国
の
責
任
で
実
施
を�

　
　
現
在
の
農
政
は
将
来
が
大
変

不
透
明
で
あ
り
不
安
に
感
じ
て
い

る
が
、
生
産
調
整
の
推
進
は
国
の

責
任
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
基
本
と
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
質
問
　
野
村
政
春
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

　
　
合
併
先
進
地
視
察
と
砺
波
地

区
の
合
併
に
つ
い
て�

　
　
職
員
は
合
併
し
て
環
境
の
違

う
市
町
村
職
員
が
集
ま
る
こ
と
と

な
り
、
今
か
ら
常
に
疑
問
を
持
っ

て
事
務
事
業
に
取
り
組
む
よ
う
指

導
し
て
い
る
。�

　
新
し
い
市
の
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
合
併
協
議
会
に
お
い
て
庁

舎
の
位
置
を
決
め
、
将
来
を
見
込

ん
だ
規
模
の
施
設
を
建
設
す
べ
き

と
考
え
る
。
現
在
の
市
町
村
役
場
は
、

支
所
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
地
域
の

特
徴
あ
る
い
は
得
意
な
専
門
部
署

を
設
置
す
る
な
ど
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。�

　
　
質
問
　
小
西
　
巖
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

　
　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

○
庄
川
町
政
の
独
自
事
業
に
つ
い
て�

　
　
合
併
に
よ
り
目
的
を
達
成
で

き
る
こ
と
も
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
や
制
度
等
は
担
当
部
署
に

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
、
職
員
で

構
成
す
る
「
合
併
研
究
会
」
に
お

い
て
も
、
将
来
に
向
け
て
協
議
し

て
い
く
。�

○
合
併
特
例
債
に
つ
い
て�

　
　
庄
川
町
の
範
囲
で
は
な
く
、

広
域
的
な
視
野
で
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
、
町
総
合

計
画
は
再
度
広
域
的
な
観
点
か
ら

考
え
直
し
、
他
の
地
域
で
は
真
似

の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
取
り
組

み
た
い
。�

　
合
併
特
例
債
の
活
用
は
、
ま
ず
、

地
域
住
民
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
は
何
か
を
十
分
調
査
研
究
し

て
建
設
計
画
を
策
定
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。�

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

　
　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

○
市
町
村
合
併
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て�

○
住
民
投
票
に
つ
い
て�

　
　
い
ず
れ
設
置
さ
れ
る
合
併
協

質�質� 答�答�

答�

答�答�

答�質�質� 答�

答�

答�答�答�

答�答�答� 質�質�

質� 　
庄
川
町
議
会
定
例
会（
第
６
回
）

が
９
月
１３
日
か
ら
８
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
初
日
の
１３
日
は
、

議
案
７
件
を
一
括
上
程
し
、
町
長

よ
り
町
政
報
告
、
議
案
に
対
す
る

提
案
理
由
の
説
明
を
行
っ
た
あ
と
、

議
案
を
各
委
員
会
へ
付
託
し
、
続

い
て
代
表
並
び
に
一
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
１７
日
に
は
建
設
委
員
会
、

１８
日
に
は
総
務
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
付
託
議
案
を
慎
重
審
議
し
、

最
終
日
２０
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

各
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
追
加
上
程
さ
れ
た
決
算

認
定
７
件
に
つ
い
て
は
決
算
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
継
続
審
査

と
な
り
、
人
事
案
件
３
件
に
つ
い

て
は
、
同
意
、
適
任
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
３
件

に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。�

　
本
会
期
中
に
提
案
さ
れ
た
議
案

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
記
の
と

お
り
で
す
。�



議
会
で
協
議
の
上
決
定
さ
れ
る
と

思
う
。
協
議
会
参
加
の
市
町
村
民

全
員
を
対
象
と
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。�

○
合
併
に
関
し
て
の
庄
川
町
の
戦
略
・

戦
術
に
つ
い
て�

　
　
広
域
的
な「
新
設
合
併
」を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

町
村
で
構
成
す
る
南
砺
市
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
。�

　
　
入
札
制
度
に
つ
い
て�

○
予
定
価
格
の
公
表
に
つ
い
て�

　
　
予
定
価
格
の
公
表
は
不
正
な

動
き
を
防
止
す
る
等
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
が
、
落
札
価
格
が
高
止
ま

り
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
等
の
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
県
で
は
事
前

公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
近
隣
で
は

砺
波
市
の
み
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
、

公
表
す
る
予
定
は
な
い
が
、
今
後

県
等
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。�

　
な
お
、
情
報
公
開
申
請
の
手
続

き
に
よ
る
事
後
公
表
を
し
て
い
る

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。�

○
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て�

　
　
地
域
を
限
定
し
た
一
般
競
争

入
札
は
県
で
も
実
施
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
町
で
も
実
施
す
る
考
え

は
な
い
。
今
後
も
指
名
競
争
入
札

制
度
に
よ
り
、
適
正
な
価
格
で
地

元
業
者
へ
の
発
注
に
配
意
し
て
い

き
た
い
。�

　
　
斎
場
問
題
に
つ
い
て�

○
井
波
・
庄
川
セ
レ
モ
ニ
ー
セ
ン

タ
ー
準
備
委
員
会
に
つ
い
て�

　
　
準
備
委
員
会
は
、
平
成
７
年

３
月
24
日
に
現
在
の
斎
場
の
老
朽

化
が
激
し
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な

新
施
設
建
設
が
必
要
な
た
め
、
候

補
地
選
定
ま
で
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。
設
立
以
来
９
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、
先
進
事
例
視
察

や
建
設
候
補
地
等
の
検
討
を
し
た
。

可
能
性
の
あ
る
と
こ
ろ
を
数
か
所

選
定
し
た
が
、
い
ず
れ
も
問
題
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
再
度
検

討
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後

委
員
会
は
開
催
し
て
い
な
い
。�

○
斎
場
問
題
と
井
波
町
と
の
関
係

に
つ
い
て�

　
　
選
定
に
際
し
て
の
地
権
者
、

地
元
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
、
同
意

の
取
得
な
ど
に
つ
い
て
は
、
所
在

町
で
行
う
の
が
適
切
で
あ
る
と
の

協
議
に
よ
り
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。�

○
町
当
局
の
説
明
責
任
に
つ
い
て�

　
　
墓
参
道
駐
車
場
及
び
墓
地
造

成
の
件
に
つ
い
て
は
、
回
答
書
の

と
お
り
実
施
予
定
で
変
更
は
な
い
。

墓
参
道
工
事
を
先
行
す
れ
ば
後
ほ

ど
大
き
な
無
駄
が
生
じ
る
の
で
、

斎
場
建
設
に
合
わ
せ
て
整
備
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。�

○
地
質
問
題
に
つ
い
て�

　
　
斎
場
予
定
地
は
、
地
滑
り
地

帯
で
は
な
く
、
ま
た
、
尾
根
を
カ

ッ
ト
し
て
地
盤
を
安
定
さ
せ
る
と

共
に
、
一
部
擁
壁
を
作
り
敷
地
造

成
す
る
の
で
問
題
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。�

○
緊
急
の
問
題
に
つ
い
て�

　
　
井
波
町
、
庄
川
町
両
町
で
建

設
す
る
と
い
う
前
提
で
あ
り
、
砺

波
市
の
斎
場
を
両
町
の
住
民
が
利

用
す
る
と
手
狭
で
増
築
も
必
要
と

な
り
、
受
け
入
れ
は
無
理
と
思
わ

れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在

の
計
画
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
と

考
え
る
。�

○
青
山
地
区
で
の
斎
場
建
設
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て�

　
　
現
在
の
計
画
が
最
善
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
地
元

の
皆
様
の
了
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。�

【条　例】�
▼庄川町税条例の一部改正について�
連結グループ内の法人に対する地方税の課税方式の整
備等によるものです。�
▼庄川町国民健康保険税条例の一部改正について�
国民健康保険税の算定に係る所得控除額を住民税の課
税ベースと整合的となるよう見直し、税負担の公平を図るも
のです。�
▼庄川町国民健康保険条例の一部改正について�
一部負担金等の改正を行うものです。�
▼低開発地域工業開発促進法施行に伴う固定資産税の課
税免除に関する条例の廃止について�
適用期間の到来により、本条例を廃止するものです。�

【予　算】�
▼平成14年度庄川町一般会計補正予算（第3号）�
追加補正額は94 , 0 6 4千円で、補正後の予算総額
3,617,199千円となるもので、主なものは、田園空間整備事
業費76,014千円、ソーラーカー展示場移設工事費8,000千円、
町制施行50周年記念事業費1,604千円等です。�
▼平成14年度庄川町国民健康保険事業特別会計補正予
算（第1号）�
追加補正額は8,203千円で、補正後の予算総額568,503千
円となるものです。平成13年度退職者医療交付金精算に
伴う返還金です。�

【報　告】�
▼庄川グリーンメンテナンス株式会社の経営状況報告につ
いて�
平成13年度の決算について議会へ報告されたものです。�

【人事案件】�
▼庄川町固定資産評価審査委員会委員の選任に同意を求
めることについて�
庄川町青島３６５７番地の１３　横田　雅雄 氏　同　意�
▼庄川町教育委員会委員の任命に同意を求めることについ
て�
庄川町古上野１２１番地　朝倉　康之 氏　同　意（再任）�
▼人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて�
庄川町金屋１１６１番地　　田上　　弘 氏　適　任（再任）�

【議員提出議案】�
▼道路特定財源の確保等に関する意見書について�
▼「森林・林業基本法」に基づく施策の充実に関する意見
書について�
▼地方税源の充実確保に関する意見書について�

【継続審査となった議案】�
▼平成13年度庄川町一般会計外６会計の歳入歳出決算の
認定について�

【特別委員会の設置】�
▼決算特別委員会の設置について�
委員長　廣橋　次弥 氏　　副委員長　山田　幸夫 氏�
委　員　山森　文夫 氏　　委　　員　藤永　　皋 氏�

質� 答�答�

質� 答�

答�

答� 答�

答�答�

答�



���
新
た
な
市
民
団
体
の
育
成
に
つ
い
て�

　
新
市
に
な
る
こ
と
で
新
た
に

結
成
さ
れ
た
女
性
の
市
民
団
体

は
な
い
か
。�

　
旧
町
に
２
つ
の
女
性
団
体
が
あ

っ
た
が
、
合
併
後
１
つ
に
ま
と
め

て
女
性
委
員
会
と
し
、
行
政
に
提

言
等
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。�

�

小
、
中
学
校
教
育
に
つ
い
て�

　
学
校
の
統
廃
合
や
学
校
区
の

変
更
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
、

住
民
要
望
を
取
り
入
れ
る
方
法

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。�

　
学
校
の
統
廃
合
は
合
併
前
に
決

ま
っ
て
い
た
も
の
の
ほ
か
、
市
で

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
将
来
に
向

け
て
具
体
的
な
検
討
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
は
、

従
来
ど
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。�

�

遠
距
離
児
童
対
策
に
つ
い
て�

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
運
用

の
継
続
に
つ
い
て
、
該
当
す
る

と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
ま
し
た
か
。�

　
あ
る
旧
町
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
無
料
で
あ
り
、
ま
た
あ
る
旧
町

で
は
一
部
負
担
金
を
徴
収
し
て
い

ま
し
た
。
当
初
か
ら
従
来
の
ま
ま

で
継
続
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
住
民
か
ら
不
公
平
で

な
い
か
と
い
う
議
論
が
出
は
じ
め
、

今
後
段
階
的
に
一
部
負
担
を
貰
う

こ
と
で
検
討
し
て
い
ま
す
。�

�
　
合
併
す
れ
ば
、
組
織
の
細
分

化
と
専
門
職
の
配
置
が
図
れ
る

と
い
う
が
、
現
有
職
員
の
専
門

職
化
に
は
研
修
な
ど
の
時
間
が

か
か
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
ま

す
か
。�

　
合
併
し
た
途
端
に
職
員
が
専
門

的
な
知
識
を
も
て
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
部
署
を
細
分
化
し
専
門

職
員
を
育
成
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

合
併
前
の
町
役
場
で
は
、
到
底
で

き
な
か
っ
た
、
専
門
分
野
に
対
応

し
た
課
や
係
を
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
専
門
職
員
を
育
て

る
に
は
あ
る
程
度
の
時
間
を
要
す

る
こ
と
は
確
か
で
す
。�

�

　
合
併
前
か
ら
、
職
員
数
が
多

す
ぎ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た

と
思
う
が
、
事
前
に
ど
の
段
階

か
ら
か
採
用
の
抑
制
を
申
し
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
か
。�

　
合
併
に
向
け
て
職
員
の
採
用
を

控
え
る
な
ど
、
将
来
を
ふ
ま
え
た

調
整
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

合
併
時
、
篠
山
市
は
正
職
員
を
６

８
６
人
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
類
似

団
体
よ
り
１
０
０
人
多
か
っ
た
の

で
、
合
併
後
は
10
年
計
画
で
削
減

を
実
行
し
て
い
ま
す
。
合
併
後
は

原
則
で
自
然
退
職
者
の
三
分
の
一

を
新
規
採
用
と
し
て
い
ま
す
。
上

期
５
か
年
の
職
員
削
減
効
果
と
し

て
15
億
６
千
万
円
の
人
件
費
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。�

�

観
光
振
興
の
統
一
に
つ
い
て�

　
各
町
の
広
域
組
織
で
観
光
を

し
て
い
た
の
が
、
市
の
観
光
組

織
に
変
わ
り
、
新
た
な
組
織
作

り
や
観
光
事
業
計
画
、
経
費
に

つ
い
て
工
夫
し
た
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
か
。�

　
観
光
協
会
は
統
合
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
も
篠
山
市
観
光
協
会

か
ら
し
っ
か
り
し
た
も
の
が
作
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
観
光
宣

伝
も
篠
山
を
ブ
ラ
ン
ド
化
で
き
た

こ
と
で
、
県
内
で
は
丹
波
地
方
の

観
光
資
源
と
し
て
大
き
く
取
り
上

げ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。�

�

　
多
紀
郡
内
の
広

域
観
光
は
そ
れ
ぞ
れ

の
町
が
し
の
ぎ
を
削
り

総
花
的
観
光
を
実
施
し

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
が
一
つ
の
市
と
な
る
こ
と

で
ど
の
よ
う
に
取
捨
選
択
あ
る

い
は
調
整
し
て
、
市
の
目
玉
観

光
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
検
討

し
ま
し
た
か
。�

　
今
は
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
を
す

べ
て
網
羅
し
た
形
で
す
。
丹
波
篠

山
と
言
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

ド
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。
何
が
将
来
に
残
る
観
光
資
源

に
な
る
か
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
る

観
光
客
が
決
め
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。�

�

　
商
工
会
の
一
体
化
は
進
め
ら

れ
て
い
る
ま
す
か
。
富
山
県
内

で
は
合
併
後
も
商
工
会
が
バ
ラ

バ
ラ
な
た
め
、
住
民
意
識
に
も

従
前
の
町
の
意
識
が
残
っ
た
ま

ま
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
現

状
と
将
来
に
つ
い
て
ど
う
で
す

か
。�

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
法
的
に

合
併
し
ま
し
た
。
ま
た
商
工
会
は

合
併
を
視
野
に
入
れ
た
広
域
で
商

工
会
同
士
の
組
織
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。�

　
農
協
は
平
成
14
年
10
月
に
合
併

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

�

合
併
特
例
債
に
つ
い
て�

　
合
併
特
例
債
の
限
度
額
と
事

業
取
組
み
の
内
容
及
び
活
用
額

の
合
計（
10
年
間
の
実
施
計
画
）。

ま
た
合
併
特
例
債
の
限
度
額
の

う
ち
ど
れ
だ
け
が
現
在
の
計
画

で
使
う
計
画
で
す
か
。�

兵庫県�



　
篠
山
市
が
合
併
す
る
当
時
は
、

特
例
債
と
言
う
法
的
制
度
が
な
か

っ
た
た
め
、
従
来
の
自
治
体
の
財

政
制
度
を
活
用
し
た
建
設
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
は
じ
め

か
ら
特
例
債
を
当
て
に
し
た
建
設

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結

果
と
し
て
、
合
併
特
例
債
を
活
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

特
例
債
の
限
度
額
の
中
で
と
い
う

の
で
は
な
く
、
従
前
の
地
方
債
の

借
り
入
れ
を
減
ら
し
、
有
利
な
合

併
特
例
債
を
活
用
し
た
の
で
す
。�

�

　
旧
町
の
積
み
残
し
事
業
で
特

例
債
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。�

　
積
み
残
し
事
業
に
活
用
す
る
こ

と
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

も
建
設
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、

広
域
的
な
見
地
か
ら
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

あ
る
２
町
で
は
図
書
館
建
設
を
計

画
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
建
設

計
画
を
策
定
に
お
い
て
一
町
で
は

到
底
で
き
な
い
よ
う
な
施
設
を
建

設
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
市
民
か

ら
す
ば
ら
し
い
施
設
を
作
っ
て
く

れ
た
と
評
価
を
受
け
る
も
の
を
残

そ
う
と
特
例
債
の
対
象
と
し
ま
し

た
。�

�

　
過
疎
地
域
で
合
併
特
例
債
を

活
用
し
て
い
る
事
業
に
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。�

　
合
併
の
次
年
度
か
ら
、
過
疎
指

定
の
町
が
人
口
増
に
よ
り
地
域
指

定
を
外
れ
ま
し
た
。
基
本
的
に
は

過
疎
地
域
の
財
源
は
過
疎
債
を
優

先
し
た
ほ
う
が
有
利
で
す
。
し
か

し
、
過
疎
地
域
も
他
町
と
同
様
に
、

ま
ず
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
自

分
の
地
域
の
た
め
に
足
り
な
い
部

分
を
過
疎
債
で
取
り
組
み
た
い
と

主
張
し
が
ち
で
し
た
が
、
篠
山
市

と
い
う
ひ
と
つ
の
市
の
建
設
計
画

を
作
る
の
で
あ
り
、
地
域
毎
の
建

設
計
画
を
作
る
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
、
一
体

感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

よ
う
協
議
し
て
調
整
し
て
き
ま
し

た
。�

�

　
将
来
の
借
金
返
済
に
地
方
交

付
税
が
入
る
と
い
う
が
、
財
政

計
画
に
不
安
は
な
い
か
。�

　
ま
ず
各
町
の
総
合
計
画
を
持
ち

よ
る
際
に
、
申
し
合
わ
せ
た
こ
と

は
「
も
し
合
併
せ
ず
に
町
を
維
持

し
て
い
く
に
は
、
将
来
ど
の
事
業

に
取
り
組
む
べ
き
か
。
そ
の
町
が

健
全
に
運
営
で
き
る
財
政
計
画
を

持
ち
よ
る
こ
と
。」
と
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
た
め
、
合
併
後
も
財
政
破

綻
を
来
た
す
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
合
併
特
例

債
は
、
本
来
認
め
ら
れ
る
地
方
債

よ
り
も
有
利
で
す
。
こ
の
た
め
特

別
に
合
併
特
例
債
を
活
用
し
よ
う

と
し
て
計
画
し
た
事
業
は
あ
り
ま

せ
ん
。
但
し
、
特
例
債
を
活
用
で

き
る
分
、
当
初
計
画
よ
り
も
大
型

事
業
を
短
期
に
取
り
組
め
ま
す
が
、

地
方
債
残
高
が
急
激
に
増
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
動
向
は
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。�

�

特
定
目
的
基
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て�

　
旧
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
い

う
個
人
の
寄
付
に
よ
る
特
定
目

的
の
基
金
活
用
に
つ
い
て
。�

　
従
来
、
町
が
特
定
目
的
基
金
と

し
て
積
み
立
て
て
き
た
も
の
は
、

そ
の
ま
ま
の
目
的
で
継
承
し
て
い

ま
す
。�

�

名
誉
町
民
や
姉
妹
都
市
の
扱
い
に

つ
い
て�

　
旧
町
に
と
っ
て
は
、
重
要
か

つ
意
義
深
い
こ
と
と
し
て
、
名

誉
町
民
や
友
好
姉
妹
都
市
の
提

携
が
あ
る
が
他
市
町
村
の
住
民

に
と
っ
て
は
関
係
が
薄
い
と
思

い
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。�

　
篠
山
市
と
し
て
、
旧
４
町
が
そ

れ
ぞ
れ
結
ん
で
い
た
関
係
市
町
村

と
の
友
好
姉
妹
都
市
は
継
承
し
て

い
ま
す
。�

�

敬
老
の
町
宣
言
な
ど
の
町
民
毎
の

意
思
統
一
に
つ
い
て�

　
庄
川
町
で
は
、「
敬
老
の
町
宣

言
」
や
「
み
ど
り
の
町
宣
言
」

を
し
て
い
ま
す
が
、
他
町
に
は

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
も
の
の
扱
い
は
ど
う
し
て

い
ま
す
か
。�

　
合
併
１
年
後
に「
市
民
憲
章
」と

「
市
章
」、「
市
の
歌
」は
出
来
ま
し

た
が
、「
市
の
花
」
や
「
市
の
鳥
」

等
は
今
後
将
来
の
市
民
に
決
め
て

も
ら
う
こ
と
に
し
、
現
在
決
め
て

い
ま
せ
ん
。�

（単位：百万円）�

事 　 業 　 名 �

合 　 　 　 計 �

事　業　内　容�総事業費�
財 源 内 訳 �

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１１�

１２�

篠山中学校移転改築事業�

篠山中央図書館整備事業�

篠山市民センター整備事業�

チルドレンズミュージアム整備事業�

福祉センター整備事業�

今田薬師温泉施設整備事業�

斎場・火葬場整備事業�

篠山口駅周辺整備事業�

広域道路ネットワーク整備事業�

�

防災行政無線整備事業�

にぎわい交流館整備事業�

13～15�

12～14�

12～14�

11～13�

18～20�

13～14�

11～13�

11～17�

11～20�

12～16�

16～20�

14～16

5,104�

1,990�

2,661�

1,851�

1,180�

800�

2,080�

3,029�

3,084�

4,020�

1,192�

720�

27,711

1,523�

1,797�

1,400�

1,736�

1,121�

751�

1,957�

1,962�

1,330�

3,819�

1,080�

684�

19,160

1,396�

�

110�

10�

�

�

�

415�

535�

�

�

�

2,466

1,650�

193�

101�

105�

59�

49�

103�

105�

81�

201�

57�

36�

2,740

535�

�

1,050�

�

�

�

20�

547�

1,138�

�

55�

�

3,345

県 水 導 入 事 業 �
（ 水 道 会 計 出 資 金 ）�

事業期間�
（年度）� 国・県�特例債�その他�一般財源�

篠山城の跡内にある現在の中学校を移転改築し、用地費に
特例債を充当する。合わせて総合的な学区の見直しを進める。�

旧町でそれぞれあった図書館建設の計画を調整し、市の
中央部に中央図書館を建設する。�

市の生涯学習の拠点となるべき市民センターを改築し、
併せて中心市街地の商店街の活性化と市民交流を図る。�

旧町の学校統合で廃校となった中学校を改修し参加体
験型の子供文化施設・年交流拠点として整備する。�

旧町のうち福祉センターの未整備地域に総合的な福祉
センターを整備し、福祉介護サービスの均衡化を図る。�

旧町で掘削した温泉を活用し、農業公園内に温浴施設
を整備し、高齢者等の市民交流・観光拠点とする。�

旧４町からの広域課題であった火葬場建設は、旧施設の
老朽化により生活改善の緊急課題であった。�

市の玄関口であるJR篠山口駅の市街地整備を推進する
と共に都市機能の充実を図る。�

交通量の増加と旧町地域間相互の交流や連携の拡大、
基幹施設へのアクセスを拡充する。�

合併前からの課題である水資源の確保を図るため、県水
の受水事業を行う水道会計へ出資する。�

市全体の防災・災害支援体制の確立のため、防災行政
無線を未整備地域に整備し均衡化を図る。�

市街地中心地域に観光交流の拠点と地域コミュニティの
充実を図るため、にぎわい交流館を整備する。�



　
今
回
は
50
年
前
の
芸
能
活
動

（
謡
曲
）の
様
子
に
つ
い
て
石
黒
良

介
さ
ん（
青
島
）に
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。�

庄
川
宝
生
会
の
創
設�

　
庄
川
町
の
謡
曲
活
動
は
大
正
９

年
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
人
々

は
娯
楽
を
楽
し
む
余
裕
が
無
く
な

り
、
一
時
活
動
は
自
粛
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
戦
争
が
終
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
の
間
で
文
化
活

動
も
次
第
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。�

　
昭
和
23
年
ご
ろ
、
石
黒
さ
ん
は

謡
曲
の
先
生
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
ら
れ
、
町
で
謡
曲
に
興
味
の
あ

る
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
、
生

活
に
ゆ
と
り
が
な
か
っ
た
の
で
文

化
活
動
に
興
味
を
持
た
れ
る
方
も

少
な
く
、
輪
を
広
め
る
の
に
大
変

苦
労
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
時
代

と
と
も
に
徐
々
に
生
徒
も
増
え
、

昭
和
47
年
に
庄
川
町
謡
曲
同
好
会

を
設
立
し
、
昭
和
49
年
に
発
展
的

に
庄
川
宝
生
会
と
改
称
し
砺
波
連

合
宝
生
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
石
黒
さ
ん
は
、
こ

の
よ
う
な
謡
曲
活
動
を
数
十
年
に

渡
り
続
け
ら
れ
、
そ
の
努
力
に
よ

り
昭
和
52
年
に
東
京
の
宝
生
流
家

元
か
ら
謡
曲
の
免
状
を
取
得
さ
れ

ま
し
た
。�

庄
川
町
芸
能
団
体
協
議
会
の
設
立�

　
昭
和
57
年
に
は
町
制
施
行
30
周

年
記
念
事
業
と
し
て
文
化
の
祭
典

が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
庄
川
宝
生
会

ほ
か
文
化
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

翌
58
年
に
は
町
教
育
委
員
会
主
催

の
第
１
回
芸
能
発
表
会
に
も
出
演

で
き
た
そ
う
で
す
。
こ
の
経
験
を

き
っ
か
け
に
『
自
分
た
ち
の
手
』

で
芸
能
発
表
の
場
を
つ
く
ろ
う
と

昭
和
59
年
に
、
初
代
会
長
と
し
て

芸
能
団
体
協
議
会
を
文
化
関
係
13

団
体
、
約
２
７
０
人
で
旗
揚
げ
し

第
１
回
の
芸
能
ま
つ
り
を
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
以
後
14
年
間
に
わ
た

り
会
長
を
続
け
ら
れ
町
の
芸
能
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

　
芸
能
団
体
協
議
会
設
立
当
初
は
、

出
演
者
お
よ
び
観
客
も
少
な
か
っ

た
が
、
庄
川
宝
生
会
が
中
心
と
な

っ
て
み
ん
な
で
組
織
づ
く
り
に
ご

尽
力
さ
れ
た
結
果
、
現
在
の
姿
が

で
き
た
そ
う
で
す
。
昔
は
今
と
違

っ
て
、
遊
ぶ
所
や
情
報
も
少
な
く
、

ま
た
価
値
観
が
似
か
よ
っ
て
い
た

の
で
意
思
疎
通
が
取
り
易
か
っ
た

の
も
良
い
団
体
づ
く
り
が
で
き
た

要
因
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
他
に
老

人
会
な
ど
の
諸
団
体
に
も
所
属
さ

れ
『
生
き
る
こ
と
は
ず
っ
と
勉
強

す
る
こ
と
』
を
念
頭
に
文
化
活
動

お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
老

人
の
生
涯
学
習
と
し
て
推
進
さ
れ

ま
し
た
。
戦
争
中
、
満
州
に
い
た

こ
と
や
日
本
が
物
量
不
足
で
貧
し

か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
今
、
文

化
活
動
を
気
軽
に
、
誰
に
気
が
ね

す
る
こ
と
な
く
で
き
る
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
お
話
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。�

秋季謡曲大会（昭和59年11月）�

井波庄川連合謡曲大会で仕舞される石黒さ



⑬�

⑧�

⑨�

⑥�

①�
②�
③�

⑭�

⑮�

消防消防�
屯所屯所�

公
園�

公
園�

二万石用水�

井波
�

環
　
状
　
線�

除
雪
機
械�

格
納
庫�

消防�
屯所�

�

○�済�

○�済�

○�予�
○�予�

○�予�

○�済�

○�済�

●�
北陸銀行北陸銀行�
●�
北陸銀行�

COOP●�
となみ野　�

　町では、地域の活性化と人口の増加を図るため、豊かな自然に恵ま
れた青島・金屋地内において１区画の広さが89坪～130坪ある、ゆっ
たりとした優良な宅地を整備しました。公共下水道も完備しています。�

区画番号� 面積㎡（坪）� 単価 円/㎡（円/坪）� 価　　格�

①�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑧�
⑨�
⑩�
⑪�
⑫�
⑬�
⑭�
⑮�
⑯�

 296.47㎡ （約90坪）�
 305.38㎡ （約92坪）�
 303.63㎡ （約92坪）�
 294.30㎡ （約89坪）�
 355.34㎡ （約108坪）�
 371.05㎡ （約112坪）�
 357.73㎡ （約108坪）�
 399.61㎡ （約121坪）�
 372.76㎡ （約113坪）�
 394.58㎡ （約119坪）�
 326.82㎡ （約99坪）�
 297.54㎡ （約90坪）�
 347.90㎡ （約105坪）�
 311.65㎡ （約94坪）�
 340.08㎡ （約103坪）�
 429.75㎡ （約130坪）�

29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
27,225（90,000）�
25,713（85,000）�
24,200（80,000）�
28,000（92,562）�

８，７８８，８５３円�
９，０５２，９９０円�
９，００１，１１１円�
８，７２４，５２４円�
１０,５３４,０５４円�
１０,９９９,７７７円�
１０,６０４,９０６円�
１１,８４６,４３８円�
１１,０５０,４７０円�
１１,６９７,３２４円�
９,６８８,５７９円�
８,８２０,５７３円�
９,４７１,５７８円�
８,０１３,４５６円�
８,２２９,９３６円�
１２,０３３,０００円�

居住地をお探しの方はお早めに�

申込・問合先　企画調整課  TEL 82－1905  FAX 82－3521�
ホームページURL http://www.town.shogawa.toyama.jp/

庄 川 町 宅 地 分 譲 地 情 報 �

　町制施行５０周年を記念し、町の重点施策である人口増対策

を積極的に推進するため、町が分譲する宅地について、その購

入者に特例の支援措置をするものです。�

・奨励金交付後に契約が解除された場合は、全額返還していただきます。�

・住宅は３年以内に建築すること。�

（　　　　　）�● 用途地域　無指定�
● 建ぺい率　７０％�
● 容 積 率　４００％�

● 地　　目　宅地�

● 用途地域　第一種住居地域�
 （一部工業地域）�

● 建ぺい率　60％�

● 容 積 率　200％�

● 上 水 道　庄川町上水道�
 加入者負担金別途必要�
 （消費税込５２,５００円）�

● 生活排水　公共下水道�
 負担金別途必要�
 ＠510円/㎡�

● 最寄りの保育所　青島保育所�

● 小　　学　　校　庄川小学校�

● 中　　学　　校　庄川中学校�

①～⑯�

○�予�

○�予�
○�予�

○�済�

○�済�

○�済�

○�済�

定住促進奨励金�

　町に定住される学卒就業者、Ｕターン定住者、転入定住者のう
ち満15才以上60才以下の方�
交付額…学 卒 就 業 者  10万円�

Ｕターン定住者 （単身） 10万円 ／（家族） 20万円�
転 入 定 住 者 （単身） 5万円 ／（家族） 10万円�

（奨励金の交付は１人１回限り）�

住 宅 奨 励 金 �

　町内に新たな土地を求め、一般新築住宅を取得さ
れた方（自己住居用に限ります）�
交 付 額…固定資産税（土地・家屋）の相当額を交

付。（１年間20万円を限度とする）�
交付期間…新たに固定資産税（土地・家屋）を課税

される年から３年間�

〈TSTインターネットパワーアップ大作戦2002〉�〈TSTインターネットパワーアップ大作戦2002〉�

8月1日から、スタンダードコース・プレミアムコ
ースの通信速度がそれぞれ約2倍にアップ。しか
も利用料金はそのまま据え置き。サクサク動く動
画コンテンツやオンラインゲームにますますハマ
っちゃいそうですね。�
スタンダードコース�

［となみ野」の生活情報ポータルサイトがスタートしました。
その名も［e-tonamino.com］。みなさんが主人公の「い
ーとなみの」はこんなにスゴい！�
◆［e-tonamino.com］にあなたも参加、自宅のパソコン
から情報発信�
◆［e-tonamino.com］でお店のＰＲ、バーゲン
情報に企業案内…リアルタイムで更新可能。�

◆庄川の情報も盛りだくさん。�
URL http://www.e-tonamino.com/

プレミアムコース�スタンダードコース�プラス700円�

※ベストエフォート方式�



テキサス州�

　県内35市町村のオリジナルCMを作成しまちをPRする
チューリップテレビ主催の『第3回ふるさとCM大賞』に
今年も庄川町は参加します。今回は『庄川町ってどんな
ところ？』をテーマに町民（老若男女）に出演してもらい
ました。10月からは、お茶の間のテレビで見ることがで
きますのでみなさんどうぞお楽しみに！�
・CM放映は10月上旬から11月中旬。�
・特別番組『第3回ふるさとCM大賞』は平成15年1月放映予定。�
・チューリップテレビホームページでもCMを見ることができます。�

　ALTローラの指導による生きた『英語』に
直接触れ、耳・口・目そして身振り・手振
りで英語を身につけよう。�
日　時　10月22日（火）・29日（火）�
　　　　11月6日（水）・19日（火）・26日（火）�
　　　　12月3日（火）／19：30～21：00�
場　所　ふれあいセンター�
申込先　教育委員会に電話で申し込みくだ

さい。　82－5007
ローラは簡単な日本語を話すことができます。�

　庄川町特産柚子のイメージキャ
ラクターゆず香ちゃんが、今度新
しくALT就任されたロー
ラさんにテキサスの風
土や気候などについて
インタービューしました。�
ゆず香　ようこそ庄川
町へいらっしゃいま
した。ローラさんはテキサス州出身ですが、テ
キサスのことについてお話ください。�

ローラ　テキサスの人口は約2,100万人ぐらいで、
面積は692,402K㎡（日本の約1.8倍）のたいへ
ん大きな州です。住民は愛国心が強く、また独
立心が旺盛です。また主な産物としては、綿花、
とうもろこし、石油、酪農が盛んです。�
ゆず香　テキサス州での主な都市名を教えてくだ
さい。�

ローラ　アメリカ航空宇宙局（NASA）のあるヒュ
ーストン、ケネディ大統領が暗殺されたダラス、
映画・音楽・芸術で有名なオースチンなどがあ
ります。日本では「テキサスの卵売り」や「テキ
サスのカウボーイ」などが有名なようですね。�
ゆず香　テキサス大学を卒業されましたが、どの
ような学校でしたか？�

ローラ　テキサス大学の学生は約5万名ですが、
アメリカでは名門校の一つに数えられています。
ブッシュ大統領の娘さんも通学しています。ブ
ッシュ大統領親子、ジョンソン元大統領もテキ
サス大学の出身です。�
ゆず香　テキサスの気候はどうですか？�

ローラ　テキサスはとても大きな州なので、地方
によって異なっています。中部と北部には四季
があり、雪も降ります。また南部はメキシコ湾
に接しており暑いですし、東部は豊かな森林地
帯となっています。そして西部は砂漠と多くの
渓谷があります。テキサスではいろいろな自然
美や気候の変化を楽しむことができます。�

　９月６日から８日まで
の３日間札幌ドームにお
いて、“もっと北海道フ
ェア”が開催されました。
これは道内市町村が集い、
北海道の「観光・食」の活
性化や「北海道の魅力と元
気」の情報発信を行うこと
を目的として、特産品販売や郷土芸能の披
露などを行うもので、今年で９回目を数え、
３日間で約20万人が訪れました。�
　北海道には212もの市町村（富山県は35）が
ありますが、うち180の市町村がそれぞれの
特産品を販売していました。例えば石狩市
の鮭加工品・町のジャガイモ・町の昆布製品・
別海町の乳製品や池田町の十勝ワイン等々。
読めない市町村も数多くありました。鵡川
町からは、ししゃもをメインに、花・ほう
れん草・納豆などを販売しました。今回販
売のお手伝いをさせていただきましたが、
鵡川のししゃもの知名度はかなり高く、昨
年の売上高が一位であり、今年もそれ以上
であったようです。�
　庄川でもゆずまつりで鵡川のししゃもを
販売してきまして、“本物のししゃも”を解
ってもらえるようになってきたと思いますが、
全国で市販されている「子持ちししゃも」の
多くはキャペリン（カラフトシシャモ）とい
う魚で、うろこが小さく本物の風味にはと
うていかないません。ぜひ一度、鵡川のし

しゃもを食べてみ
られればいかがで
しょうか。�

�
鵡川町派遣職員　菊池  紀明（庄川町総務課主任）�



◎ フレッシュテニス教室�
対　象　小学生以上　　時　間　19：30～21：30�
会　場　勤労者体育センター・町民体育センター�
開催日　10/26　、11/2　、9　、16　、23　�
�
◎ 低山トレッキング教室�
対　象　小学生以上　　時　間　9：00～15：00�
会　場　南砺地方の山�
開催日　11/10　�

◎ 太極拳教室�
対　象　一般男女　　時　間　19：30～20：30�
会　場　ふれあいセンター�
受講料　1,000円�
開催日　11/8　、22　、29　、12/6　、13　�
�
◎ 卓球教室�
対　象　小学生以上�
時　間　19：30～21：00�
会　場　町民体育センター�
開催日　11/14　、21　、28　、12/5　、8　�

申込先　教育委員会体育課 ☎82－5109

（土）� （土）�

（日）�
（日）�（木）� （木）� （木）� （木）�

（金）� （金）� （金）� （金）� （金）�（土）� （土）� （土）�

第28回町内対抗ソフトボール大会�
と　き　８月20日（火）～�
ところ　町民運動場�
参加チーム　12チーム�
　１位　24区　　２位　35区�
第５回町民パットゴルフ大会�
と　き　９月16日（月）�
ところ　庄川パットゴルフ場�
一般の部（参加者34人）�

　１位　原田　清　　２位　福本和彦�
シニア、レディース、ジュニアの部（参加者14人）�
　１位　中田博明　　２位　村井祐紀�
第18回秋季町民壮年ソフトボール大会�
と　き　９月22日（日）�
ところ　町民運動場�
参加チーム　５チーム�
　１位　19区壮年会　　２位　壮誠会�
福岡町つくりもん杯争奪バレーボール大会�
と　き　９月23日（月）�
ところ　福岡町Ｕホール体育館�
参加チーム　14チーム�
　２位　庄川町バレーボールスポーツ少年団女子�
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町政モニター�

上田由紀恵�



　このほど、（財）花
と緑の銀行による花
壇コンクール（個人
花壇の部）において、
山口美千子さん（庄）
が優秀賞に選ばれま
した。�
　山口さんは、闘病中に先生から気のまぎれることを薦めら
れたことがきっかけで、花作りを始められました。折れた大
木の鉢や汽車型の鉢をアレンジするなど、自然と調和した花
壇が心を和らげてくれます。�
　このような花と緑に包まれた潤い豊かな環境づくりが全町
的に広がり、花いっぱいの庄川町になるよう期待します。�

　９月24日（火）、庄川ふれあいセンターに
おいて敬老会を行いました。�
　当日は、金婚８組（該当９組）、米寿16名
（対象38名）、傘寿46名（対象70名）の方々が
出席され、社会福祉協議会会長が一人ひと
りにお祝いの品を贈呈し、記念を祝いまし
た。また、アトラクションでは保育園児た
ちの歌と踊りとボランティアのあじさいグ
ループによる民踊を楽しまれました。�
　これからも皆さんが仲むつまじく、そして元気に
過ごされるといいですね。�

　9月22日（日）・23日（月）の両日、庄川町
岩黒の高砂会館において、「高砂会館移転
10周年記念 作品展・即売会」が開催されま
した。�
　これは、高砂会館が中学校横の旧高砂会館から移
転後、10周年を記念して開催されたもので、各部員
がこれまでの活動の成果を披露するため一致団結し
て作品作りに取り組み、新しくガーデニング用花壇
の整備や押し花などの大作を作成されるなど盛大に
行われました。又、手作りのリースやお手玉、花苗
の販売や、お抹茶やぜんざいの振舞いもあり，大勢
の人が訪れ楽しいひと時を過ごされました。�

　９月21日～30日秋の全国交通安全運動が行われました。今年は、交通安
全ボランティアの方による手作りのマスコットをドライバーに配布された
り、交通安全協会庄川支部からは、保育所や町内事業所に町キャラクター
「ゆず太・ゆず香」のワッペンが配布されるなど安全運転や交通安全マナ
ーの徹底を呼びかけられました。また、28日には、「庄川町交通安全のつ
どい」が開催され、警察署や交通安全ボランティアによる寸劇などが披露され、ま
た９月５日に県交通対策協議会より、町民一丸となって交通死亡事故ゼロ1000日
の記録を達成した功績に対し、表彰されたことの報告がありました。�



　総合的な学習の一環として庄川小学校６年生の中島郁美さん（金屋）、
大井美保さん（雄神）、沖田明子さん（青島）が図書館でボランティア活
動を行いました。総合的な学習は福祉・国際・地域などを学ぶ新しい学
習で今年から小学６年生を対象にはじまりました。こどもたちは夏休み
を利用して色々な施設でボランティア活動をしました。総合的な学習は
自分から課題を見つけて学習計画を立て、自ら考え、主体的に判断し、
よりよく問題を解決していく子どもの育成を目標としています。�

　町制施行50周年記念事業のＮＨＫ特別巡回
ラジオ体操・みんなの体操会が、９月15日（日）
に町民体育センターにおいて開催され、早朝
より1,500名以上の多くの町民のみなさんが参
加され、元気一杯に体操されました。�

　ＮＨＫ公開録音「上方演芸会」が９月12日ふれ
あいセンターで行われました。酒井くにお・と
おる、平和ラッパ・梅乃ハッパほかの出演者に
より２番組分収録され、場内は大変盛り上がり
を見せました。放送日は以下のとおりです。�
11月１日（金）ラジオ第１�
　（再放送11月８日（金）ラジオ第２）�
11月８日（金）ラジオ第１�
　（再放送11月15日（金）ラジオ第２）�

　県内で活躍する元気な高齢者の方に贈られる「富
山はつらつ賞」にマジックサムチップが選ばれ、
９月10日北日本新聞社より表彰を受けられました。
サムチップは町ボランティア養成講座に集まった
仲間で結成されたもので、平成７年の発足以来、
町内外のイベントなどにおいて、手品だけでなく
バルーンアート、犬の曲芸、越中庄川玉すだれな
ど多彩な芸で活躍されています。今後益々のご活
躍を期待しています。�



�
〒932-0305 富山県東砺波郡庄川町金屋閑城寺1-1番地�

営業時間　AM9：00～PM9：00�
定休日　毎週水曜日�

※ただし予約の場合はお受けいたします。�
�

　９月23日（月）庄川町水記念公園にお
いて、東山見地区自主防災訓練が開催
されました。�
　今回の訓練は、１区地内で火災が発
生し、強風による延焼拡大で、付近民
の安全確保のため水記念公園に避難す
るという想定で実施いたしました。�
　災害対策本部長（町長）の協力要請の
もと、いざという時のため、各自主防
災組織の機能を十分発揮することを目
的に、不明者の捜索、被災状況確認報
告、負傷者の救護、初期消火訓練、炊
き出し訓練、衛生訓練等の訓練も併せ
て行われました。�
　自らが、自分達の地区をいかに守る
かという訓練であり、これを期に、防

災に対して各
自の役割分担
と、協力体制
の強化が図ら
れることを期
待するもので
あります。�

※１１枚綴り・通常３，５００円�
※お一人様一冊限り�
※ドリンク以外にも使え
ます。�

ご宴会、バーベキュー、オードブル等のご予約をご予算に応じて承っております。�

　７月より雇用・能
力開発機構による改
修工事をしておりま
した、閑乗寺センタ
ーハウスが９月末に工事を完了し、改装オープンし
ました。�
　閑乗寺センターハウスは、勤労者のいこいの施設
として昭和60年の建設以来、テニスコート等の施設や平成
８年にコテージとバーベキューハウスが加わり、多数の利
用者に親しまれています。�
　センターハウスには、会議室や和室（24畳と18畳）、レス
トランがあり、改装してとてもきれいになりましたので、
夢木香村への皆様のご利用をお待ちしております。�

　９月21日（土）南町（11
区）の親風会（45才以上）
と親青会（45才未満）の

交流ソフトボール大会が町民グラウンドにて行われました。
このような試合は今回が初めてですが、親風会の方々は過
去に朝刊野球等で輝かしい記録を残しておられ、両チーム
共に気迫のこもった珍プレーが続出する中、和やかなムー
ドで熱戦が展開されました。�

　町では地域住民が一体
となって庄川町の美しい
自然環境を守ることを目
的とし、子どもたちの環
境美化に対する意識付け
を図ることから、中学生
を対象に啓発用ポスター
を募集したところ44件の
応募がありました。その
中で優秀作品は次のとおりです。�
最優秀賞　渡辺　容子（３年）�
優 秀 賞　西野　正規（３年）�
　　　　　脇本　安仁（１年）�
　　　　　藤井　美春（２年）�

※なお、応募作品
は９月30日から
役場正面ロビー
等で掲示してお
りますので、ぜ
ひご覧ください。�

最優秀賞作品�
（渡辺　容子）�



　今月は、文化・図書委員
会を紹介します。文化・図書

委員会では、庄川中学校の生徒が図書に親しみ、
読書の盛んな学校を目指して、活動に様々な工
夫をしています。特に今年は、「図書当番をしっ
かりして、たくさんの本を借りてもらえる環境
をつくる」ことを目標に前期の活動を進めてきま
した。�
　文化・図書委員長の天野真澄君のお話です。
　「委員会の日常活動では、毎日昼休みに当番が
図書室に行き、本の貸し出しをしています。せ
っかくある本を少しでも多く借りてもらえるよ
うにと、どんな本がどこにあるのかをわかりや
すく示した図書室の見取り図を作りました。　

委員会が特別に企画した活動では、５月に朝読
書週間を実施しました。これは、朝の活動の時
間を特別に長く（30分）とり、全校一斉に読書だ
けをするというものです。短い期間でしたが、
実施した期間中は、みんなが真剣に本を読んで
おり、十分に目的を果たせたと思っています。
また、６月には俳句・川柳大会、７月にはイラ
スト大会を実施し、多くの生徒に参加してもら
いました。応募作品の中には、個性豊かな良い
作品が多くあり、審査の時には大いに迷ってし
まいました。�
　文化・図書委員会では、これからも生徒みん
なが本に親しみ、文化的な活動が盛んになるよ
うに活動を工夫していきたいと思います。」�

　７月、３年生以上の子どもたちは、人権擁護
委員の方々から一人に一鉢のベゴニアの花を受
け取りました。そして、夏休みの間、各家庭で
水やりなどの世話を続けてきました。９月、子
どもたちが持ち寄ったベゴニアを見ると、葉を
広げ、花の数も多くなりボリュームいっぱいに
なっていました。きっと、枯らさないようにと
心配りをしたことでしょう。�
　９月４日、人権擁護委員のみなさんにベゴニ

アの花鉢をお渡ししました。子ど
もたちの代表があいさつをしました。「夏休み中、
この花が大きくなるようにと願い、水やりなど
の世話をしてきました。思いやりの花もいっぱ
いに咲けばいいなと思います」�
　さっそく子どもたちは、花鉢を日ごろお世話
になっている役場やふれあいセンター、保育所、
中学校などの公共施設に届けました。�

　子ども達が、園庭で楽しく遊
べるように竹でアーチのトンネ

ルを作り、そのまわりにツル豆やフウセンカヅ
ラの種を植えました。ツルがぐーんと伸びて葉
っぱが青々と茂り、たくさんの実をつけました。�
　お天気のいい日になると、子どもたちは、「こ

れで、豆のお料理
しよう」「ごちそう
の飾りにしよう」「葉
っぱを絞ってお茶つくろうっと」など、友達と一
緒に園庭のいろいろな植物の花、葉、種を使って
ごちそう作りを楽しんでいます。�
　保育所では、情操豊かな感性や工夫する力を育
む自然とのふれあいを大切にしています。�



◆開館時間◆�
　火～木曜日　　9：30～18：00�
　金　曜　日　　9：30～20：00　�
　土・日曜日　　9：30～17：00�

◆休 館 日◆�
　月 曜 日　　  7日、14日、21日、28日、11月4日�
　振替休館　　15日�

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 本の寄贈 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�
　大川一夫氏より文庫本を多数寄贈していただきました。
図書館の蔵書として広く活用させていただきます。あ
りがとうございました。�
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それ行け！トシコさん�
コースアゲイン�
謀殺北穂高岳�
神々の憂鬱�
王国　その１�
海辺のカフカ　上・下�
日本列島殺意の旅�
ハーモニーの幸せ�
今こそ松下幸之助に学ぶ�
「田中真紀子」研究�
声に出して読みたい日本語２�
10代の子どもが育つ魔法の言葉�
�
いろいろこねこ�
ぷくちゃんのいただきまあす�

群　よう子�
北方　謙三�
梓　林太郎�
茅田　砂胡�
よしもとばなな�
村上　春樹�
西村京太郎�
田口ランディ�
水野　博之�
立花　　隆�
斎藤　　孝�

�
ドロシー・ロー・ノルト�
アリス・プロベンセン�

�
ひろかわさえこ�

ほか多数�
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一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

法律相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

学習発表会　9：00～　庄川中学校�
第25回庄川町芸能まつり　10：00～　ふれあいセンター�

一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

庄川町青少年健全育成のつどい�
　　　　　　　　　　　14：00～15：30　町民体育センター�
集合税第5期納期限�

健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

「いのちの言葉」�
　　　　日野原 重明 著�

生きがいとは、自分を徹底的に大
事にすることから始まる。ヴィジョ
ンとは遠くにあるものではなく、私
たちが踏んでいるその足元にある
…開いた頁から希望の光があふれ
る、心ゆさぶる名言集。�
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■新着図書�

※この他の新着図書は、町ホームページで紹介しています。�



PM1：00～1：30�

AM10：00�

AM10：30�

AM9：30～12：00�

�

�

PM1：00～1：45�

PM1：00～1：30�

AM8：00～9：00�

PM1：00～2：00

〈一般診療〉�
10月13日（日） 伊 東 医 院 （福野） 　22－6710�
10月14日（月） 伊 藤 医 院 （城端） 　62－0028�
10月20日（日） 石黒外科医院 （福光） 　52－3800�
10月27日（日） 富 田 医 院 （福光） 　52－0392�
11月  3日（日） くぼクリニック （福野） 　22－7799�
11月  4日（月） 金 子 医 院 （福光） 　52－0800�
11月10日（日） 柴 田 医 院 （福野） 　22－2011�
〈歯科診療〉�
10月13日（日） 高田歯科医院 （砺波） 　32－2153�
10月14日（月） チューリップ歯科医院 （砺波） 　32－3904�
10月20日（日） 田守歯科クリニック （砺波） 　34－7108�
10月27日（日） 澤越歯科医院 （砺波） 　34－8280�
11月  3日（日） あんねん歯科クリニック （砺波） 　32－7110�
11月  4日（月） となみ野歯科診療所 （砺波） 　33－4788�
11月10日（日） 中尾歯科医院 （福野） 　22－2489

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

3か月児健診�

育 児 相 談 �

離乳食相談�

健 康 相 談 �

麻 し ん�
�

ポ リ オ�
�

胃・大腸がん検診�

子宮・乳房がん検診�

H14.7月生�

希 望 者 �

H14.1～2月生�

希 望 者 �

H12.7�
H13.6生�

H13.7～H14.1月生�

H14.2～6月生�

希 望 者 �

　�

　�

　�

�

　�
　�

　�

　�

　�

10月29日�

10月11日�

11月8日�

毎週金曜日�

10月7日�
～19日�

10月24日�

10月31日�

10月27日�

砺波厚生センター�

青島児童館�
�

保健センター�

�

�

保健センター�

�

保健センター�

時間 10：30～15：30／場所 図書館 児童室�

女流棋士の高橋　和さんの�
お話を聞こう�

リサイクル楽器で�
オーケストラ�

き　し�

南部医院・平川医院�
（但し日曜休診）�

１０/５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

�２０�

̃

（火）�

（金）�

（金）�

（月）�
（土）�

（木）�

（木）�

（日）�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

第11回町民スポーツ・レクリエーション祭�
　　　　　　8：30～　町民運動場（雨天時は町民体育センター）�

子育て相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
第6回町民大学ふれあい講座　14：00～15：30　ふれあいセンター�

住宅改造相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

庄川流域特産市　10：00～16：00　水記念公園�

第32回町民テニス大会　10：00～　閑乗寺テニスコート�
町制施行50周年記念事業 ダックレースin庄川�
　　　　　　　　　　　　　　　メイン会場　水記念公園�

人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

女性問題相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第6回秋季町民野球大会　8：00～　町民運動場�
第7回町長杯ペタンク大会　8：15～　小学校グラウンド�
第9回会員親善パットゴルフ大会　13：30～　パットゴルフ場�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
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氏�

子宮がん（施設）検診について�
保健センターで１０月２１日（月）～２５日（金）の間、個人
負担金と引き換えに受診券を発行します。（頚部がん２,
０００円 頚体部がん３，０００円）受診券を持参の上、県内
婦人科で受診してください。�



講習時間　9：00～16：00�
１０月２４日　～１０月２５日　�
会　　場　高岡市消防本部�
申請期間　９月17日～10月15日�

１１月６日　～１１月7日　�
会　　場　砺波広域圏消防本部�
申請期間　10月１日～10月25日�

１１月２０日　～１１月２１日　�
会　　場　黒部市民会館�
申請期間　10月15日～11月8日�
受講者の範囲�
（１）防火管理者を定めなければ
　ならない防火対象物の管理・�
　監督的な地位にある人で、防
　火管理者に選任を予定してい
　る人�
（２）将来防火管理者に選任を予
　想される人で、その資格を取
　得しようとする人�
問合先　井波庄川消防署�
　　　　　82－0119

高岡市消防本部�
日時　11月12日　・13日　�
受付期間�
10月18日　～10月29日　�
富山市消防本部�
日時　11月26日　・27日　�
砺波広域圏消防本部�
日時　11月29日　�
受付期間�
　10月28日　～11月７日　�
受講対象者�
危険物の取扱作業に従事してい
る危険物取扱者で�
（１）免状を取得した日から３年
　　以内�
（２）保安講習を受けた日から３
　年以内�
（３）新たに危険物取扱作業に従
　事することとなった日から１
　年以内�
問合先　井波庄川消防署�
　　　　　82－0119

　本学院は30歳以下の高等学校卒
業者を対象とした２年生の県立職
業能力開発校です。�
問合先　富山県技術専門学院�
　　　　　076－451－8802�
http://www.gisen-toyama.ac.jp/

　富山運輸支局では、10月に関係
機関・団体と協力し、街頭検査の強
化、マイカー点検教室の開催、各
種研修会でのPRなどを実施します。�
　今年から当支局に設置した迷惑
黒煙相談窓口への通報に基づき、
自動車ユーザーへの自主点検の指
導も、今年度を通じ行います。�
黒煙110番　　076－423－6619�
　確実な点検整備で、安心ときれ
いな空気を守りましょう。�
問合先　北陸信越運輸局富山運輸
支局整備課（畑山、小林）�

　　076－423－6618

会　　場　ふれあいセンター�
定　　員　各20名�
講習日程�
ワード初級�
日　時／11月12日　～15日　�
　　　　19：00～21：00�
受講料／4,000円（テキスト込）�
年賀状作成①�
日　時／11月20日　・21日　�
　　　　19：00～21：00�
受講料／3,500円（テキスト込）�
年賀状作成②�
日　時／12月３日　・4日　�
　　　　19：00～21：00�
受講料／3,500円（テキスト込）�
※定員になり次第締め切ります。�
講　　師�
民間専任インストラクター2名�
申込先　①住所　②氏名　③受講
希望講習　④電話番号を官製ハ
ガキに明記して〒932‐0314�
東砺波郡庄川町青島3607�
庄川町教育委員会教務課パソコ
ン講習担当宛 まで�

Jw_cad for Windows入門�
内　容　図面作成の基本操作�
対象者　日本語入力・マウス操作
ができる人�
日　時　11月７日　・８日　・11
日　・12日　・14日　・15日　�
18：00～21：00�

ビジネスパソコン中級（エクセル97）�
内　容�
　関数の利用、絶対セル番地�
対象者　エクセル初級程度の知識
を有する方�
日　時　11月18日　・19日　・21
日　・22日　・25日　�
18：00～21：00�
教材費　各5,000円�
定　員　各15名�
問合先�
福野職業能力開発センター�
東砺波郡福野町寺家301－1�
　22－3152

　自賠責保険・共済は、万一の交
通事故の際の基本的な対人賠償を
目的として、バイク・原付自転車
を含む全ての自動車に加入が義務
付けられている保険です。車検制
度のないバイク・原付自転車は、特
に期限切れ、かけ忘れにご注意を。�
自賠責制度の詳しい内容は、�
http://www.jibaiseki.comを参照
してください。�

　労働保険とは、雇用保険と労災
保険の総称で、農林水産の事業の
一部を除き、労働者を一人でも雇
用している事業主は、必ず加入し
なければなりません。�
　詳しくは、ハローワーク砺波ま
でお問い合せください。�
　32－2914　担当10～12窓口�

（木）� （金）�

（水）� （木）�

（水）� （木）�

（火）�

（火）�

（水）�

（水）�

（水）�

（月）� （木）�

（金）�

（月）�

（火）�

（火）�

（火）�

（火）�

（金）�

（金）�
（金）�

（金）�

（水）�

（水）�

（木）�

（木）�
（木）�

（木）�

（月）�

（月）�
（月）�



（日）�

　原産国・産地・品種・産年・精
米年月日販売者などの情報があり
ます。購入される前に、一括表示
のチェックをお忘れなく。�

問合先　新潟食糧事務所富山西部
支所砺波分室 ☎32－3150

 10月１日から富山県最低賃金が
改正されました。�
時間額 　６４４円（据え置き）�
日　額 　廃　　止�

　たくさんの催しを企画して、皆
様のご来所をお待ちしています。�
日　時　10月20日　10：00～15：00�
内　容�
スキヤキスティールオーケスト
ラコンサート（13：00～）  その他�
問合先　社会福祉法人渓明会�
知的障害者施設　花椿�
井口村蛇喰１－１　　64－8880

　７月に、福祉バスの愛称を公募
しましたところ、有効応募数207
件（105種類）の応募があり、有難
うございました。�
　福祉バス愛称選定会において、
愛称は「ふれあいバス」（同名応募
者23名）に決定いたしました。�
　今後は、「ふれあいバス」とし
て地域の中で、身近に親しみを持
ってご利用いただけるよう運行に
努めて参りますので、一層のご利
用をお願いいたします。また、別
紙の「ふれあいバス時刻表」もご
利用ください。�
問合先　役場住民課住民福祉係�
　　　　　82－1902

　今年６月１日の道路交通法改正
に伴い、障害者マークを車の前後
に表示するよう努めることになり
ました。このマークをつけること
により、周囲の運転者は幅寄せや
割り込みをしてはならないことに
なります。�
　下記の協会で取り扱っています
ので、障害者手帳をお持ちで購入
をご希望の方はお申込みください。�
申込先　庄川町身体障害者協会　
　　　　新井　均　　82－1425

　明治から大正時代に賑わった
畑直商店街の商売道具や、町内
会ぐるみで調査・収集された歴
史的史料など、昔から現代まで
を振り返る展示会です。�
会　期　9月25日�～10月27日��
開　館　午前10時～午後６時　
　　　　※火曜日 休館�
主　催　畑直町内会�
共　催　庄川町教育委員会�

①町内在住で、接種時満65歳以上の方（現在64歳の方は誕生日を迎え
てから接種して下さい。）�
②60～64歳の方で、心臓・じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の
日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する方及び、ヒ
ト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可
能な程度の障害を有する方。�
�

接 種 期 間　11月１日　～12月27日　�
接 種 場 所　南部医院　　82－0063　10：00～17：30�
　　　　　　平川医院　　82－3812　  9：00～17：30�
個人負担金　1,000円（4,000円のところ）�
接 種 回 数　１回�
持参する物　予防接種接種券・予診票、個人負担金�
注 意 事 項　医療機関において医師の説明を聞き、　接種を希望される

場合はその場で署名下さい。�
問　合　先　　82－5320　FAX82－5648

※対象者の方には、10月下旬にお知らせ・予防接種券等
を郵送いたします。�

※施設入所等により、医療機
関へ出向くことのできない
方は、保健センターへご連
絡下さい。�

　アジアを中心とした数々のお
面や、狛犬などから民俗の歴史
を探ります。�
会　期　10月7日�～11月24日��

（日）�

（金）� （金）�

（水）� （日）�

（日）�（月）�

■福祉資金として�
▽庄川町三谷 川合隆男さん�

（亡母の供養に10万円）�
▽庄川町天正 中島友子さん�

（亡夫の供養に10万円）�
▽庄川町金屋 島田正夫さん�

（亡妻の供養に５万円）�
▽庄川町筏 南部常次さん�

（亡母の供養に10万円）�
▽庄川町金屋 工藤甚作さん�

（亡妻の供養に10万円）�
▽庄川町金屋 寺島市郎さん�

（亡妻の供養に10万円）�
〔母子休養ホームやまぶき壮へ〕�
▽庄川町金屋 白山久一さん�

（亡母の供養に10万円）�
■スポーツ振興基金として�
▽庄川町金屋 白山久一さん�

（10万円）�
■庄川町緑化推進委員会へ�
▽庄川町金屋 白山久一さん�
（もみじの植樹資金として10万円）�
■広報送付お礼として�
▽大阪市東淀川区�
田畑幸子さん（旧姓 佃）（１万円）�
▽河内長野市�

南部清正さん　 （５千円）�
▽京都市山科区�

古野　稔さん　（５千円）�

　皆様からのご厚志に対し、深く
感謝申し上げ、有効に活用させて
いただきます。�

①原料の使用
割合が５０％
以上の場合
は、その産
地・品種名の
明記と「ブレ
ンド」の文字
を他の文字と
同程度以上の
大きさで表示�

②原料の使用
割合が５０％
未満の場合
は、その「使
用割合」を産
地・品種名の
文字と同程度
以上の大きさ
で表示�

改正点�

対

象

者

�
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落
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尾
へ
と
お
わ
ら
見
に
行
く
嬉
し
さ
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踊
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野
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燈
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寒
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鶴�
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池
　
　
遙�

石
山
　
　
欣�

谷
口
　
六
友�

山
岡
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義�
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野
　
恵
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滝
　
　
の
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山
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有
沢
美
智
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飯
田
小
枝
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小
川
　
ふ
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沖
田
　
泰
子�

押
見
南
美
子�

瀧
　
　
昌
子�

堂
垂
　
　
子�

冨
樫
ア
ヤ
子�

森
松
さ
ち
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吉
田
百
合
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保
美
智
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と
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か
ほ�

ま
つ
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お
が
み�

か
み
き
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ふ�

�

朝
倉
　
捨
子�

�

太
田
ユ
キ
ヱ�

�

川
上
　
キ
ク�

�

木
村
　
和
子�

�

斉
藤
キ
ミ
子�

�

志
部
谷
良
一�

�
島
田
　
敏
子�

�

清
水
　
昭
子�

�

長
谷
　
良
作�

�

藤
本
久
美
子�

�

松
原
　
樹
雄�
�

森
松
　
邦
子�

�

山
崎
　
則
子�

�

山
本
　
知
子�

�

吉
田
　
数
子�

�

野
村
　
玉
枝�

応募規定�
①町内在住者及び町内に勤務する人の作品�
②町外での公募展で発表した作品�
③町内の美術関係の同好者展で発表した作品�
部　門�
　①絵画、②彫刻、③工芸、④書、⑤写真、�
　⑥手芸�
　※各部門の１人１点の応募（審査対象）とする。�

規　格�
①絵画、書：額装、軸装又は枠張りで1.5ｍ以内�
②彫刻、工芸、手芸：制限無し�
③写真：四つ切り以上で額装かパネル張りとし、

組写真は同一パネル張等とする。�
申込・問合先　教育委員会教務課文化振興係�
　　　　　　　　82－5007

日　時　10月12日（土）・13日（日）午前10時～午後４時�
場　所　水記念公園�
内　容　庄川流域の11市町村の特産品を展示即売。�
　　　　13日には、ベイブレード大会、ダックレースin庄川など�
　　　　楽しいイベントが盛りだくさんです。�

＊期間中は、特産館・ウッドプラザにおいて、庄川挽物
に限り2割引で販売します。�

問合先　産業建設課 　82－1904

締切�



高田  偲央ちゃん�
（金屋）�

父…博人　母…睦子�

嶋田  陽菜ちゃん�
（三谷）�

父…賢一　母…真由美�

品川  莉苑ちゃん�
（青島）�

父…興彦　母…有子�

さつま芋には食物繊維の他に、
加熱しても壊れにくいビタミ

ンCや高血圧を予防するカリウムが豊富に
含まれています。�

食改種田支部�

１人分の栄養価…エネルギー  251Kcal／塩分量  1.3ｇ�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、企画調整課へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却します。�

い
つ
ま
で
も
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
し
て
ね
！�

我
が
家
の
や
ん
ち
ゃ
る
”し
お
っ
ち
“で
ー
す
。�

し　お� ひ　な�

あ
な
た
の
笑
顔
が
大
好
き
で
す
。�

りおん �

豚薄切り肉（脂なし）�
片栗粉�
サツマイモ�
生椎茸�
絹さや�
だし汁�
砂糖�
しょうゆ�
塩�

200ｇ�
大さじ１�
300ｇ�
50ｇ�
40ｇ�
2カップ�
大さじ2�
大さじ２�
少々�

豚肉は５㎝幅に切り片栗粉をまぶす。�

サツマイモは皮を厚めにむき、1.5㎝厚さの輪切
りまたは、半月切りにする。生椎茸は軸を除き、
絹さやは筋をとる。�

鍋にだし汁と砂糖、しょうゆ、塩を入れて強火
にかけ、煮立ったら豚肉を
ほぐしながら入れ、色が変
わったら弱めの中火にし、
豚肉を隅によせてサツマイモ、
生椎茸を加え、落しぶたを
する。�

最後に絹さやを加えてひと
煮たちする。�

①�

②�

　
　
③�

　
　
　
　
　�

�④�
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●町の人口（9月末日現在）●�

人　口 7,289人 （＋  3） （△  2） 転入 6�
　男 3,506人 （△  1） （　  0） 転出 9�
　女 3,783人 （＋  4） （△  2） 出生 12�
世帯数 2,049戸 （△  1） （＋11） 死亡 6
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本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�

写
真
撮
影
　
山
田
　
辰
夫 

氏
／
写
真
解
説
　
杉
森
富
美
吉 

氏�

老齢人口 1,800人 （　　   0） （　 ＋27）�
　　　率 24.7％ （　0.0％） （＋0.4％）�
幼年人口 963人 （　   ＋9） （　   ＋2）�
　　　率 13.2％ （＋0.1％） （　0.0％）�

さ
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う
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た
け
る�

こ
う
き�

　取材で保育所の運動会に行った
時、保護者のみなさんがもってお
られたのがビデオカメラ。我が子
を映像に残そうとみなさん真剣でした。�
　町史編さんなどのため昔の資料を探すこ
とがありますが、なかなか良い写真があり
ません。これは昔、記録する器械が高価で
普及していなく記録媒体が少なかったから
だと思います。しかし、現在は技術の進歩
によりカメラやビデオカメラなどの器械が
安易に手に入るようになり、気軽になんで
も記録することができるようになってきま
した。しかも、最近ではこれらは、全て記
録の劣化が少ないデジタル方式を採用しパ
ソコンで編集作業が手軽にできるようにな
っています。だから、みなさんが何気に撮
られた記録は将来、町の貴重な想い出にな
るのではないかと思っています。�

　
昭
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光
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に
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取
入
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を
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岸
遊
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も
開
通
し
、
旧
用
水
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朱
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り
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浮
見
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を
架
け
、
そ
れ
ま
で
中
之
島
と
呼
ん
で
い
た
中
州
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浮
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と
名
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け
た
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よ
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春
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び
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あ
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